
情報提供資料 

１ 東京2020マスコットデビュー 

 平成３０年７月２２日（日）に東京2020大会マスコットとして、「ミライトワ」と「ソメイティ」が発表さ

れました。日比谷ミッドタウンでお披露目された後、浅草から隅田川～東京湾を巡る水上パレー

ドが行われ、通過ポイントとなった両国防災船着場では墨田区内の小学生などがマスコットたちに

手を振り、応援の声をかけました。 

■東京２０２０オリンピックマスコット「ミライトワ」 

【名前の由来】ミライトワという名前は、「未来」と「永遠（とわ）」というふたつの言葉

を結びつけて生まれました。名前に込められたのは、素晴らしい未来を永遠にと

いう願い。東京 2020大会を通じて、世界の人々の心に、希望に満ちた未来をい

つまでも輝かせます。 

 

 

■東京２０２０パラリンピックマスコット「ソメイティ」 

【名前の由来】ソメイティという名前は、桜を代表する「ソメイヨシノ」と非常に力強

い という意味の「so mighty」から生まれました。桜の触角を持ち、驚きの強さを

見せるソメイティ。東京 2020大会を通じて、桜を愛でる日本の心とパラリンピック

アスリートの素晴らしさを印象づけます。 

 

 

２ 東京2020オリンピックカウントダウンイベント～みんなのTokyo 2020 2Years to GO!～ 

 平成３０年７月２４日（火）、東京２０２０オリン

ピック競技大会の開催まで２年前の節目を迎

え、 

東京スカイツリータウンにおいて東京 2020組

織委員会によるカウントダウンイベントが開催さ

れました。 

 パートナー企業等による競技体験などのブー

スの他、カウントダウンセレモニー冒頭に行わ

れた提灯行列には、墨田区立業平小学校の

生徒も参加し、アスリートとともに東京五輪音頭

－2020－を踊り、会場を盛り上げました。 

 また、墨田区においては同日より墨田区庁舎や区内ス

ポーツ施設など区内各所で「あしたのジョー×すみだ」の

オリジナルＰＲ幕やのぼり旗、ポスターなどを掲示し、区内

の更なる気運醸成を目指し、シティドレッシングを開始しま

した。 
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３ 東京五輪音頭－２０２０－練習会の実施 

 １９６４年の東京大会時に制作された「東京五輪音頭（作：三波春男）」を２０２０仕様にリメイク

した「東京五輪音頭－２０２０－」の練習会を開催しました。 

 計４回実施した練習会には３００名以上の方々に参加いただき、東京五輪音頭-2020-を楽し

んでいただきました。また、区では町会・自治会をはじめとする区民へ振付映像を記録したＤＶＤ

を提供しており、区内の多くのお祭りでも踊っていただける予定です。 

 日時 会場 

第１回 
８月２日（木） 

午後５時～５時３０分 

東京スカイツリータウン®１階 
ソラマチ広場（墨田区押上1-1-2） 

第２回 
８月３日（金） 

午後５時～５時３０分 
〃 

第３回 
８月７日（火） 

午後７時～８時 

すみだリバーサイドホール２階 

イベントホール（墨田区吾妻橋1-23-20） 

第４回 
８月９日（木） 

午後７時～８時 

すみだ生涯学習センター２階 

マスターホール（墨田区東向島2-38-7） 

   

 

４ まちづくり・環境部会による「打ち水イベント」の実施 

 まちづくり・環境部会参画団体及び地元町会の

協力のもと、８月４日（土）にＪＲ両国駅から旧安

田庭園までの国技館通りにて打ち水イベントを開

催しました。 

 これはヒートアイランド対策の一環として区の雨

水利用をＰＲするとともに、打ち水が区のおもてな

しとして定着することを目的とした墨田区環境保

全課事業の「２０１８すみだ打ち水推進月間」（７

月２４日～９月６日）にあわせ、「第３回まちづくり・

環境部会」にて実施を決定したもので、当日は５

０名以上の方々に参加いただきました。 

  



５ パラリンピック競技体験の実施 

 ８月２５日（土）に開幕まで２年前を迎えた東京２０２

０パラリンピックの普及啓発のため、「ＴＨＥ ＧＲＥＥＮ

ＭＡＲＫＥＴ ＳＵＭＩＤＡ」においてオリ・パラＰＲブース

を出展し、パラリンピック競技＝ボッチャの体験会を

実施しました。 

 ８月２５日（土）・２６日（日）２日間に出展し、炎天下

の中、約２００名の方々に参加いただきました。 

 

 

 

６ スポーツ・健康部会による「パラスポーツ体験ブース」の出展 

スポーツ・健康部会では、参画団体からの提案により１０月６日（土）・７日（日）の２日間、錦糸

公園で開催された「すみだまつり・こどもまつり」に「パラスポーツの体験ブース」を出展しました。 

スポーツ・健康部会の東京ガス様から物資の提供、アルケア様からパラアスリートを派遣いた

だいた他、教育部会の本所高等学校から６人の生徒の協力をいただき、ボッチャ・ブラインドサッ

カー・アイマスクマラソン・競技用義足体験の４種を実施した他、オリンピック・パラリンピック準備

室でＶＲボクシング体験コーナー、スポーツ振興課でフライングディスクを使ったコーナーを出展

し、東京２０２０大会のＰＲを行いました。 

当日は天候にも恵まれ、２日間で１４００名以上の方にご参加いただきました。 

  

 

７ 東京２０２０オリンピック聖火リレー 

 東京２０２０組織委員会は、東京２０２０オリンピック聖火リレー出発地、出発日、各都道府県を

回る順番を発表しました。 

 聖火リレーは「２０２０年３月２６日」に「福島県」からスタートし、日本全国を一筆書きするように

回ります。２０２０年７月１０日からは東京都に入り、２０２０年７月２４日の開会式までに都内全て

の区市町村を回る予定です。なお、各都道府県内のルートについては各都道府県の実行委員

会において選定することとされています。 

 



 

 
※（公財）オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会〈Tokyo2020.NEWS-2018-131〉より抜粋 

 

８ ９月２６日から東京２０２０大会 大会・都市ボランティアの募集開始 

 東京２０２０組織委員会及び東京都は、９月２６日（水）からそれぞれ大会ボランティア・都市ボラン

ティアの募集を開始しました。 

 大会ボランティア 都市ボランティア 

運営主体 オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 東京都 

活動場所 

・内容 

競技が行わる会場や選手の生活ベースとなる

選手村、その他大会関連施設等で、観客サー

ビスや競技運営のサポート、メディアのサポート

など、大会運営に直接携われる活動を行う 

空港、都内主要駅、観光地、競技会場の最寄

駅周辺及びライブサイトにおける観光・交通案内

など 

人数 80,000人 30,000人 

活動日数 

10日以上を基本（休憩、待機時間を含み 1日

8時間程度） 

競技スケジュール、活動内容、活動場所などに

よっては、シフト等の都合により10日を下回る場

合もあります。 

※連続での活動は、5日以内を基本とします。 

5日以上（休憩時間を含み1日当たり5時間程

度） 

活動開始前・活動終了後に各30分程度のミー

ティングの実施を予定しています。 

応募方法 ウェブサイト ウェブサイト、郵送、FAX 

応募 

可能な方 

・2002年4月1日以前を生まれた方 

・日本国籍を有する方又は日本に滞在する資

格を有する方 

・2002年4月1日以前に生まれた方 

・日本国籍を有する方又は日本に居住する資

格を有する方 

・日本語による簡単な会話（意思疎通）ができる

方 

応募期間 2018年9月26日～12月上旬 2018年9月26日～12月5日 

 


